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防災先導のまちづくりを目指して
　～「事前防災」と「事前復興」で

取り組む防災・減災対策～
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１ ．はじめに
　この度は、全国防災協会機関誌「月刊防災」への
寄稿の機会をいただきましたことに感謝を申し上げ
ます。
　２００６年 3 月に合併により誕生したむかわ町は、北
海道太平洋沿岸西部の道央圏南方に位置し、全国で
も屈指の清流度を誇る一級河川「鵡川」が南北に貫
流する山・川・海・平地と多彩な自然環境に恵まれ
た面積７１１．３６平方キロメートルのまちです。
　まちの南北がおよそ５０㎞と縦長のむかわ町は北部
と南部で特徴が異なり、およそ７,２００万年前、白亜
紀後期の地層が分布する北部（穂別地区）では、全
長約 ８ｍ、高さ約 ４ｍの日本最大全身骨格恐竜化石
（新種新属）カムイサウルス・ジャポニクス（通称：
むかわ竜）が発掘され、国内では「にっぽん恐竜協
議会」を通じた加盟自治体との連携が構築されたほ
か、国際的な関心も高く、穂別博物館とモンゴル国
科学アカデミー古生物学研究所との国際交流促進事
業、リトアニア共和国アクメネ地域市との友好関係
がスタートするなどワールドワイドな展開が現在進
行形で続いています。
　海に面した南部（鵡川地区）では、古くからしし
ゃも（北海道太平洋沿岸にのみ生息する日本固有
種）の加工販売が盛んで、１０月から１１月の漁期には
簾干しされたししゃもを買い求める多くの観光客で
溢れ、産地ならではの名物料理「ししゃも寿司」を
提供する店舗には長蛇の列ができるなど賑わってき
ましたが、近年の海水温の上昇などから記録的不漁
となり、２０２３年に引き続き本年も資源保護のため休
漁を余儀なくされている状況です。
　農水産物ではししゃも（鵡川ししゃも）とメロン
（穂別メロン）が地域団体商標登録されているほか、
ほぼ通年漁獲されるほっき貝、春にはレタスやアス
パラ、夏のトマト、秋のお米や長いも、冬のニラや
ホタテ貝など、四季を通じて多くの農水産物が生産・
水揚げされる食の宝庫でもあります。

むかわ町 位置図

カムイサウルス・ジャポニクス（通称：むかわ竜）

ししゃも すだれ干し
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２ ．むかわ町における主な災害記録（合併後）
⑴　降雨災害
　北海道中部を中心とした前線の停滞に伴い、２００６
年 ８ 月１８日未明から１９日午前 ２時頃まで胆振東部・
日高西部は記録的豪雨となり、連続降水量３１０㎜、
時間最大降水量５７㎜を記録、床上・床下浸水、町道
被害、農業用排水路決壊、橋梁流失、田畑埋没・冠
水被害など被害総額１８億 ３ 千万円となりました。
　また、２０１６年 ８ 月１７日に台風第 ７号、同月２１日か
ら２３日までの間に台風第１１号、台風第 ９号が続けて
北海道に上陸し、台風第 ７号に伴う連続降水量は９６
㎜、台風第１１号と台風第 ９号に伴う ３日間降水量は
２３１㎜となり、床下浸水、道路、河川、林道、水産、
農作物等被害など被害総額 ７億円となりました。

⑵　地震・津波災害
　２０１１年 ３ 月１１日午後 ２時４６分に発生した東北地方

大平洋沖地震により大津波警報が発表され、むかわ
町では３．１ｍの津波が観測され、７９世帯２１１人が避難
しました。人的被害は発生しませんでしたが、漁港
施設及び鵡川漁協施設被害など被害総額 ８千万円と
なりました。

３ ．平成３０年北海道胆振東部地震
　２０１８年 ９ 月 ６ 日午前 ３時 ７分、胆振地方中東部を
震源とする内陸型直下地震が発生しました。地震の
規模を示すマグニチュードは６．７、最大震度は厚真
町の震度 ７で、地震による揺れは関東にまで及び、
北海道で観測史上初めて震度 ７を記録した地震とな
りました。
　この地震で震源地周辺では大規模な斜面崩壊が発
生したほか、札幌市などで液状化現象が発生、死者
４４名、多数の被害が発生したほか、地震の影響で複
数の発電所が停止したことにより、北海道全域が停

ほべつメロン

胆振東部地震による山腹崩壊（厚真町）
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電となる「ブラックアウト」が発生しました。
　震源地の座標がむかわ町の区域内であったこの地
震では、むかわ町の震度は ６強であり、死者 １名、
重軽傷者２７７名、最大避難者数１,２９５名、住家被害
３,４８６棟、公共土木、公共建築物、上下水道、農林
水産業、商工業、医療・社会福祉施設関連被害など
被害総額１９３億 ９ 千万円となる大規模災害となりま
した。
　発災直後の対応では、事業者の協力を得て福祉避
難所を開設させるなど日頃からの防災対策が機能し
た部分もありましたが、受援力を意識した災害対応
の必要性を痛感したところです。
　復興に向けては生活再建を最優先課題として取り
組み、２０１９年 ７ 月には復興計画（～２０２５年度）を策
定、２０２１年に策定した総合計画「第 ２次むかわ町ま
ちづくり計画」に復興計画を包含し、ビルド・バッ
ク・ベターの創造的復興・創生を目指すまちづくり
につなげています。
　また、全国で初となる被災した町営の高等学校生
徒寮生徒のための「仮設生徒寮」の建設など、多く
の困難を超え復旧のフェーズを終えることができた
のは、全国各地から有形無形の多大なるご支援の賜
であり改めて感謝を申し上げます。現在、町内にあ
る被災により一変した ２つの市街地を中心とした復
興拠点施設等整備事業をそれぞれ進行中であり、皆
様からの「支援を力に、力をかたちに」すべく、粉
骨砕身していく所存です。

４ ．防災への取り組み
⑴　タイムライン防災
　災害の発生を前提に防災関係機関が連携して災害

むかわ町復興計画の理念等

鵡川高校 仮設生徒寮

タイムライン 説明図
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時に発生する状況をあらかじめ想定し、防災行動と
その実施主体を時系列で整理するタイムライン防災
に取り組んでおり、水害タイムライン、地震津波（大
津波）タイムライン、新型インフルエンザ等対応タ
イムラインを作成・運用中であり、災害対応力の強
化を図っています。

⑵　防災情報の共有・多重化
　山間部を有するむかわ町では、テレビ難視聴地域
などの解消や防災情報を確実に届けるための施策と
して、地上デジタル放送設備や防災行政無線設備の
更新を行い安心な情報基盤の整備を進めてきたほ
か、テレビのハイブリッドキャスト機能を活用した
データ放送や JCスマートアプリの充実など、情報
伝達手段の多重化を進めてきました。

策も含めた「むかわ町事前復興計画」を策定中です。
災害が起きてしまったとき、復旧・復興の手順をあ
らかじめ想定しておくことで、町が目指す復興の姿
がイメージでき、住民の皆様、職員、支援者の皆様
が目指す方向がイメージできる「事前に災害に強い
まちづくり」を進めることで、将来のまちづくりを
先取りしていきます。
　事前復興計画は令和 ７年 ３月までに策定・公表す
るほか、ソフト・ハードを含めた津波避難対策につ
いても施策化し、年次で事業を実施していく考えで
あり、「なぜ、事前防災・事前復興なのか」を＋αし
た防災対策を今後も進めていきます。

ハイブリッドキャスト画面

⑶　防災協定による連携
　北海道胆振東部地震以降、包括連携協定を含む防
災に関する協定の締結を推進し、現在、６０を超える
関係機関と協定を締結しており、復興の推進、有事
における連携強化を図っています。

⑷　事前防災・事前復興
　災禍を受けたまちとして今後の災害発生に備え、
被災時の被害を最小限にする対策を講じる「事前防
災」、被災後に目指す復興のまちづくりを想定した
「事前復興」の ２つを柱に置き、防災先導のまちづ
くりを推進しています。
　「事前防災」では日常の防災訓練やタイムライン
を活用した効果的な防災活動や防災教育の充実を図
り、「事前復興」では日本海溝・千島海溝周辺海溝
型地震による大規模被災を想定し、発災後、迅速か
つ着実に復興できるよう北海道初となる津波避難対

５ ．結 び に
　地球温暖化等に伴う気候変動が加速化し、全国で
災害基準を超える豪雨が増加傾向にあります。北海
道は気候変動を＋２度に抑えるシナリオでも降水量
が全国（１．１倍）を超える１．１５倍と想定されています。
　これまでも被害軽減に向けて取り組んできた防
災・減災対策のほか、国土強靭化対策の一層の推進
に向け、「食糧基地北海道」の一端を成すむかわ町
としても、危機に煽られるのではなく、危機に備え
る「地方からのうねりの形成」に努めていきます。
　また、災害多発化の時代を迎え、石川県能登地方
での地震＋豪雨等に見られるような複合災害を想定
した備えも必要です。ハザードマップの活用等、日
常の備えを固め、災害や事前を含めた防災行動の理
解、注意・警戒を促す取り組みをいかに浸透させて
いくかなど、今後も町民の皆様の生命と財産が守れ
るよう努めてまいりますので、全国防災協会の皆様
には引き続き、ご指導賜りますようお願い申し上げ
ます。

むかわ町事前復興計画説明図




